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2 フ俊英「アメリカにおける漢方薬の特許分析」『中国漢方情報雑誌』第 18 巻第 1号、2011 年 1 月。


































































































紀キンライ「中国における漢方薬の特許保護について」、2010 年 3 月。
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表 3.2 は 2012 年第 1四半期の中国の医療産業の生産額における重要項目である。この表





表 3.2 2012 年第 1四半期 中国医療産業の生産額
項目 生産額 前年同期比
化学薬品原薬 714 億元 13.6％増加
化学薬品製剤 1092 億元 21.8％増加
漢方薬原料 123.8 億元 32.7％増加
漢方製薬 906.4 億元 30.2％増加
バイオ薬品 367.9 億元 18.1％増加




続け、2011 年には 242.6 万トンに至っている。
12
天拓コンサルティング 「漢方薬産業市場分析報告」、2012 年 5 月
9図 3.1 2003～2011 年中国における中成薬の生産額の推移
出典：漢方薬産業市場分析報告
一方、日本において、厚生労働省の公表した平成 23 年薬事工業生産動態統計年報による
と、2012 年の医薬品全体（西洋薬、漢方薬）の生産額は 6 兆 9873 億 6700 円であり、その
うち漢方薬は 1320 億 2700 万円であり、全体の約２％のシェアを占めている。前年より 3.7%
増加している。
図 2.1 2012 年医薬品全体（西洋薬、漢方薬）の割合
株式会社野村総合研究所では、漢方薬の生産額の今後の見通しとして、2015 年にはほぼ











は 52億ドル（日本円で約 4300 億円）になった。
世界的にみても、漢方薬の生薬市場規模は拡大しており、WTO の統計によると、近年全世






図 3.3 は国別の国際漢方薬市場規模のシェアである。漢方薬の原料としての生薬の約 70%
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図 4.2 において、日本の出願件数のデータは 1993 年以降のものである。日本への出願は
1993 年以降増加傾向にあったが、2002 年から急増し、2006 年にはピークとなり、72 件と
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件
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また、韓国のデータは 1990 年からのものである。韓国への出願は 1990 年代初頭、日本







後に研究開発が再び始められた。1970 年までの特許出願は最大 10 件程度である。1970 年
代に入ると、漢方薬の研究開発が活発化したが、出願件数はさほど増えていない。1970 年
から 1982 年までは、漢方薬の研究開発の胚形成期と言える。その後、漢方薬の研究開発は





































































































































































米国174件 欧州15件 日本12件 台湾8件
中国6件 韓国6件 香港5件 その他6件
18
する出願人をみると、第 1 位は中国の 5 社である。残りの内訳は、韓国 2 社、香港 1 社、





表 4.2 PCT の出願人別出願件数上位ランキング
順位 出願人名称 出願件数 国家およ
び地域
備考
1 THE CHINESE UNIVERSITY OF HONG KONG 4 香港 大学
2 TIANJIN TASLY PHARMACEUTICAL CO., LTD. 3 中国 企業
3 SHENZHEN TONIC MEDICINE TECHNOLOGY LIMITED 3 中国 企業
4 SEIRIN CORPORATION 3 日本 企業
5 NEO DR. INC. 3 韓国 企業
6 MUZHIKOV, Valery Gennadievich 3 ロシア 企業
7 MENG, Yuehua 3 中国 個人
8 JIANGSU KANION PHARMACEUTICAL CO., LTD 3 中国 企業
9 JI ONE FRS CORPORATION 3 韓国 企業




日本への特許出願(122 件)における出願人の出願件数の上位ランキングを表 4.3 に示す。
1 位は小川香料株式会社 23.8％（29 件）、2 位は株式会社ツムラ 15.6%(19 件)、3 位はセイ
リン化成株式会社 14.8%（18 件）であるまた、上位 10 位の中に個人の出願人が二人いる。








順位 出願人名称 出願件数 備考
1 小川香料株式会社 29 企業
2 株式会社ツムラ 19 企業
3 セイリン化成株式会社 18 企業
4 小林製薬株式会社 9 企業
5 田中 友爾 8 個人
6 ポーラ化成工業株式会社 7 企業
7 カネボウ株式会社 6 企業
8 田中 秀明 5 個人
9 帝國製薬株式会社 5 企業
10 アモレパシフィック コーポレーション 4 企業
10 株式会社ビンショー 4 企業
10 クラシエ製薬株式会社 4 企業









順位 出願人名称 出願件数 備考
1 SON, YOUNG SUK 9 個人
2 PARK, SE JUN 7 個人
3 Jeong doo soo 5 個人
3 YANG, WON DONG 5 個人
5 Cho, Yung Im 4 個人
5 KIM, SUNG SHIL 4 個人
5 CHO, YONG - HO 4 個人
8 DAEWOONG ELECTRIC INDUSTRIAL CO.,LTD. 3 企業
8 KIM DAE DO 3 個人
8 KWON HO JEONG 3 個人
8 LEE, KI DONG 3 個人
8 Lee, Kyun-Ho 3 個人
8 Suh Young Hun 3 個人
8 University-Industry Cooperation Group














順位 出願人名称 出願件数 備考
1 BLUM KLAUS JUERGEN DR [DE] 4 個人
１ COHEN ANDRE [FR] 4 個人
１ YU TSUNG-I [TW] 4 個人
4 BERNHARD STEFAN [DE] 3 個人
4 CHAUVE JEAN YVES [FR] 3 個人
4 KLOSTERMANN HORST [DE] 3 個人










そのうち、A61K「医薬用歯科用又は化粧用製剤」が、315 件中 121 件(38.4%)と最も多く、
国際的な市場進出の際、漢方薬自体が最も重視されていることがわかる。
表 4.6 漢方薬の特許出願における国際特許分類の頻出度
順番 IPC 分類号 類の意味 出願件数






3 A61N 電気治療；磁気治療；放射線治療；超音波治療 34
4 A61B 診断；手術；個人識別 27
5 A61P 化合物または医薬組成物の治療活性 14























いる。以上の A61K、A61H と A61B で、漢方薬に係る特許出願の 78.4%を占めていることがわ
かる。それは、欧州や米国では鍼灸が漢方薬より受け入れられていることがその理由とし
て上げられる。
そして、A61P「化合物または医薬組成物の治療活性」が、14 件(4.4%)で第 5 位である。
それは、漢方薬の製薬だけではなく、漢方薬の基本研究も進んでいることを示しているそ
して、A43B「履物の特徴；履物の部分」が 9 件(2.9%)、A61F「血管への埋め込み可能なフ








2,039 件について調査した日本では A61K「医薬用，歯科用又は化粧用製剤」が 632 件(31%)
と最も多く、A61P「化合物または医薬組成物の治療活性」が 463 件(22.7%)と、2 分類で過
半数(53.7%)を占め、医療用漢方薬に関する技術が最も多く出願されていることがわかる。
その次は、A61H「物理的な治療装置；…」の 237 件(11.6%)で、鍼灸に関する医療機器に関








順番 IPC 分類号 類の意味 出願件数
1 A61K 医薬用，歯科用又は化粧用製剤 632


























9 A61B 診断；手術；個人識別 38




願が、313 件中 171 件と全体の 54.6%を占めており、最も多い。続いて、A23L1/29「食品の
25







順番 IPC 分類号 類の意味 出願件数
1 A61H39/08 つぼに鍼を適用する，すなわち鍼療法の，ための用具 171
2 A23L 1/29 食品の栄養改善；ダイエット用製品 37
3 A23L 2/38 その他の非アルコール飲料（乳製品Ａ２３Ｃ；コーヒー，
茶，またはこれらの代用品Ａ２３Ｆ）
35
4 A61K 8/97 植物由来のもの 30
5 A23L 1/31 肉類の製品；ミートミール 14




8 A47G 9/10 材料の化学的または物理的性質の決定による材料の調
査または分析
13















順番 IPC 分類号 類の意味 出願件数
1 A61H 39/00 物理療法のため人体の特定のつぼの位置を検出また
は刺激する装置，例，鍼術
147
2 A61H 39/04 つぼを圧迫する装置，例．指圧 13
3 A61N 5/06 電気治療；磁気治療；放射線治療；超音波治療の光線
を使うもの
12
4 A61N 1/32 電気治療；磁気治療；放射線治療；超音波治療の交流
あるいは間欠電流
7
4 A61H 39/08 つぼに鍼を適用する，すなわち鍼療法の，ための用具 7
4 A61N 1/04 電気治療；磁気治療；放射線治療；超音波治療の電極 7
7 A61B 17/34 套管針；刺針 6
8 A01N 65/00 殺生物剤，有害生物忌避剤または誘引剤，または植物
生長調節剤であって植物質を含むもの
5
8 A61H 7/00 吸引もみマッサージ装置；他に分類されない摩擦また
はブラッシングにより皮膚をマッサージする装置
5









































Science の SCI14を用いて、トピックから”traditional Chinese medicine”とある文献を
検索した。そして、ドキュメントタイプを article に限定し、タイムスパンを 2001 から 2010
まで 10 年間に限定した。検索した結果、2,675 件の文献を入手した。データベース更新時
間は 2011 年 6月 14 日である。
5.3 分析結果
5.3.1 時間分布
ダウンロードした web of science の漢方薬に関する文献の発行年と当該年の文献数をみ
ると、2001 年から 2010 年までの 10年間において、最初の 2001、2002 年文献数は 100 件未
満である。文献の数は、年々増加し、2010 年には、500 件を超えている。
図 5.1 web of science からダウンロードした
漢方薬に関する文献数の時系列的変化
14























文献数がそれぞれ 3位、5 位、8 位と、上位に位置していることがわかる。そして、米国は
221 件で第 2 位であり、ドイツ、オーストラリアなどの欧米先進国が上位 10 位内に入って
いる。




















表 5.2 漢方薬に関する被引用文献数が多い上位 10か機関
順番 機関名 被引用文献量
1 Chinese Acad Sci 179
2 Chinese Univ Hong Kong 111
3 Zhejiang Univ 105
4 China Pharmaceut Univ 80
5 China Med Univ 55
6 Shenyang Pharmaceut Univ 53
7 Fudan Univ 52
8 Mil Med Coll 2 50
9 Sichuan Univ 49
10 Univ Hong kong 48
漢方薬に関する被引用文献数の上位機関はすべて中国の機関であることがわかる。
5.3.4 著者分布










上位 10 人の著者を示す。内訳は、中国人が 8人、日本人が 1 人、アメリカ人が 1 人である。
表 5.3 web of science からダウンロードした
漢方薬に関する被引用数が最も多い 10人の著者
順番 著者名 被引用文献量
1 Weidong Zhang 19
2 ChengYY 18
3 Xinmiao Liang 18
4 Xingya Xue 15
5 Ping Li 15
6 Tsim KWK 14
7 Liang YZ 14
8 Dong CH 13
9 Feifang zhang 13






apoptosis、cell proliferation、phellodendri cortex、volatile constituents、solid-phase























表 6.1 漢方薬に関する WHO が制定した主な国際標準
年代 標準の名称 策定した機関
1989 年 「国際鍼灸穴名標準」 WHO 西太平洋地域事務局
1991 年 「生薬治療評価ガイド」 WHO
1992 年 「生薬研究ガイド」 WHO 西太平洋地域事務局
1994 年 「生薬国家法規ガイド」 WHO 中東地域事務局
1995 年 「鍼灸臨床規範」 WHO 西太平洋地域事務局
1996 年 「薬用植物 WHO ハンド-ブック」 WHO
1998 年 「鍼灸基礎養成と安全規範」 WHO 西太平洋地域事務局































































日本漢方生薬製剤協会は 2011 年 10 月 1日、中国産原料生薬の価格に関する初の調査を
実施した。それによると 2006 年から 2010 年までの 4 年間で、中国から直接輸入している
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